
寅さん歩 その 23      

東京の博物館めぐり－45 

       練馬区－１    平野 武宏 

 

新型コロナウイルス感染拡大で続いていた東京都の緊急事態宣言が 2021 年

10月 1日から解除になりました。2021 年 3月以来、お休みしていて残した区の

博物館めぐりを再開しています。寅さん歩 東京の主要道路の起点～終点シリ

ーズと並行して記載していきます。 

今回は練馬区の博物館めぐりです。右上の写真は石神井公園の石神井池の紅

葉（2021年 11 月 25 日撮影）です。区内にある博物館(記念館・資料館・展示館

等の総称とします)から寅次郎の好みで選び、独断と偏見の紹介と感想です。詳

細を知りたい方は各博物館のホームページをご覧ください。入場料の記載なし

は無料、最寄り駅は代表駅です。 

 

バーチャルウォークの途中経過も報告します。 

 

［石神井公園ふるさと文化館］ 練馬区石神井町 5-12-16 

最寄駅 西部池袋線 石神井公園駅 

 

石神井公園駅南口から右折、次を左折すると石神井池のボート乗り場です。池

を左手に見ながら三宝池手前を左折すると区立石神井公園ふるさと文化館（写

真下右）があります。写真右上や写真下左は途中の紅葉風景です。石神井公園

周辺の最盛期の紅葉は寅さん歩 108 東京の紅葉・黄葉―3 をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 



石神井公園ふるさと文化館は自然に恵まれた石神井公園に隣接する場所に、

2010 年（平成 22 年）3 月に開館しました。2 階の常設展示室には土器などの出

土品や工芸品、名産の練馬大根の資料（写真下左右）などがあり、練馬区の歴

史や人々の生活様式などを知ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真上右は懐かしい昭和の光景で、写真下左は昔の石神井公園駅と交番とのこ

とです。展示の締めくくりは「アニメーションの街 練馬」の展示で写真下右

はアニメーション撮影台です。これは区内東大泉の東映アニメーションで日本

アニメの草創期に使用され、宇宙戦艦ヤマト（1977年）、劇場版 銀河鉄道 999

（1979年）などのアニメ作品を撮影しました。 

 

  

 

 

 

 

 

 



1階の「わが町練馬情報コーナー」では文化館周辺で見られる昆虫、植物、練馬

区の名所や散策マップ、伝統工芸品などの紹介、2階では区民の絵画や写真の作

品展示があります。開館時間は 9 時～18 時。休館日は月曜日（祝休日の時はそ

の直後の祝休日でない日）、年末年始（12月 29日～1月 3日）、臨時休館日。常

設展示は無料（特別展示がある場合は有料）です。 

館外に出ると隣接して区立池淵史跡公園があります。石器時代の石器ブロック、

縄文・弥生時代の竪穴住居跡などが発見された池淵遺跡を埋め戻して整備した

公園です｡園内に旧内田家住宅（写真下左）が移築・復元されています。明治 20

年代初めに練馬区中村に建てられた茅葺き屋根の民家で内部の天井の梁（写真

下右）は見事でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［寄り道］本手打ちうどん房 エン座～武蔵野うどん～ 

 

寅さん歩の「寄り道」とは途中で飲食のため立ち寄ることをいいます。 
寅次郎、食欲旺盛だった頃は、寄り道が多く、いくら歩いても体重は減りませ

んでした。さらにコロナ禍で寄り道は少なくなってしまいました。今回は久々

の寄り道です。以前訪問した時は時間が合わずに諦めて、次の機会を狙ってい

た「エン座」の武蔵野うどんです。「エン座」は石神井公園ふるさと文化館の 

1 階 休憩コーナーにあり、11 時開店ですが、麺完売のため早期終了ありと聞

いていたので、11 時開店前に立ち寄りました。開店すぐに満席となる人気店で

す。「エン座」のエンは車座のように円く座る「円」、ご縁を大切にしたい「縁」

が屋号の由来とのこと。写真下左はエン座の入り口、写真下右は注文した「た

っぷり練馬の野菜うどん」冷 1000円です。もちろん中の大根は練馬大根で美味

しくいただきました。定休日は月曜日、第一火曜日です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

［石神井公園ふるさと文化館別館］練馬区石神井台-33-44 

                   

石神井公園ふるさと文化館から約 10分の三宝池前にある区立石神井松の風文化

公園の管理棟内に分室（写真下左）があると聞き、立ち寄りました。 

 

 

 

 

 

1階は「練馬区ゆかりの文化人」展示室です。写真上右は入り口で内部は撮影禁

止でした。訪問時の展示は結婚後、下石神井に 30余年住んだ詩人・作家の檀一 

                   雄（1912～1976）で書斎が再現され 

                   ていました。檀一雄の作品や友人達 

の紹介がありました。 

 

              2階は五味康祐資料・オーディオ展示 

室（写真左）で文学と音楽の関わり 

などの資料が展示されています。 

 



時代小説家 五味康祐（1921～1980）の剣豪小説や麻雀小説は知っていました

が、オーディオ・クラッシック音楽評論家としても著名で著書もあり「オーデ

ィオの神様」と呼ばれていたことは初めて知りました。1952年（昭和 27年）か

ら亡くなるまで練馬区に居を構え、遺品を一括して練馬区が受け入れ、時代小

説のほか、貴重なオーディオ装置を公開しています。遺愛の貴重なオーディオ

によるレコードコンサートなどが行われるそうです。 

 

［武蔵学園記念室］ 練馬区豊玉上 1-26-1 

最寄駅 西武池袋線 江古田駅 

 

武蔵学園の正式名称は「学校法人根津育英会武蔵学園」です。東武鉄道の社長

を務め、甲州財閥（現在の東武グループ）総師として知られた実業家 初代 

根津嘉一郎(1860～1940)の寄付により創立され、現在は武蔵大学及び高等学

校・中学校を経営する学校法人です。1909年（明治 42年）8月の渡米実業団に

参加した根津嘉一郎はロックフェラーなど合衆国著名財界人が私財を投じて公

共事業に尽力している実態に触れ、育英事業への志を深くするに至り、1921 年

（大正 10 年）9 月、旧制 7 年制の高等学校を経営する財団法人根津育英会を設

立、初代理事長となりました。武蔵学園記念室は 1994 年（平成 6 年）5 月、学

園創立 70周年の記念事業の一環として開設され、学園に関わる資料の収集・整

理とそれらを展示・公開しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真上左は武蔵学園入り口、写真上右は構内右手にある武蔵学園大講堂です。 

武蔵学園記念室は大講堂の 2 階にあり、大講堂は早稲田大学 大隈講堂や日比

谷公会堂などの作品で知られる建築家 佐藤功一（1878年～1941年）の設計に

よります。佐藤功一は早稲田大学に建築科を創設した建築家です。 

1 階入り口には初代根津嘉一郎の像（写真下左）、2 階の展示室入り口には建学

の三理想（写真下右）が掲げられています。建学の三理想については以前に学



食めぐりで訪問した際の寅さん歩 214 東京の学食めぐりー20に記載しました。 

ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真下は展示室内です。写真下左は展示室入り口で、他は展示室内の写真です。

開室時間月曜日～金曜日、10時～16時（12時 30分～13時 30分は昼休み閉室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



［こぼれ話］ 清戸道と千川上水 

 

寅さん歩の「こぼれ話」とはテーマ（今回は博物館）から、はずれる（こぼれ

る）話です。武蔵学園の前の道は千川通り（都道 439 号線）で起点は豊島区南

長崎六丁目交差点から終点は練馬区上石神井一丁目交差点です。寅次郎、東京

の主要道路を歩いて、すっかり道路名や起点・終点に関心を持ちました。武蔵

学園手前に清戸道（きよとみち）の石標と「清戸道と千川上水」の説明板（写真

下左）がありました。 

   

 

 

 

 

 

                 「この前の道を清戸道といいます。清戸 

道は練馬区のほぼ中央を東西に横断し、 

区内の延長は約 15ｋｍになります。 

東は目白駅を経て江戸川橋に至り、西は保谷・東久留米を経て清戸（清瀬市）

に達します。大正 4年武蔵野鉄道（西武鉄道の前身）が開通するまでは練馬・

石神井・大泉から市中に出るのに、この道が最も近道でした。この辺りは清戸

道に沿って千川上水が流れていたので、千川通りとも言います。 

千川上水は 1696年（元禄 9年）江戸小石川、本郷など城北方面の飲み水として

玉川上水より分水された上水道です。開通から 11年後の 1707年（宝永 4年）

上水沿いの 20か村の農民の願いで、灌漑用水として利用することが許され、百

町歩にも及ぶ田が恩恵を受けました。用水の管理は、工事を成功させた功によ

り、代々千川家が当たり、水を引いた田は 1反について米 3升を水料として千

川家に差し出しました。この辺りは昭和 20年代の終わり頃から。暗渠化工事が

始まりました」と記載。清戸道は不忍通りの起点から護国寺方面に下る清戸坂

を歩いたことを思い出しました。 

 



［バーチャルウォーク途中報告］ 

 

八柳修之さん作成の多くのバーチャルウォークコースがＦＷＡホームページ 

「ＹＲ・四季の道」に掲載されています。寅次郎、現在は「弥次さん 喜多さ

んと伊勢参り」のバーチャルウォークです。「一生に一度は伊勢参り」のうたい

文句に誘われて 2005年 1 月 29日～2月 1日開催の「第 1回熱田・伊勢 125キロ

で初詣ウオーク」に参加して愛知県熱田神宮から三重県伊勢神宮まで歩きまし

たが、今回は日本橋から東海道五十三次を歩いて四日市日永追分から伊勢街道

に入る、二回目の伊勢参りです。2021 年 9月 27日、日本橋を出立、2021年 

12月 3日、伊勢国（現在の三重県）四日市宿から松坂宿に向かい 20ｋｍ地点 

（日本橋から 408ｋｍ）に到着しました。 

 

緊急事態宣言は 2021年 10月 1日から解除されましたが、新型コロナウイルス

の新しい変異株（オミクロン）が見つかり、今後のまん延が心配です。 

例会が再開されましたが、毎日の運動不足対策にはマイお散歩コースを見つけ、

その歩いた距離を累計して楽しむバーチャルウォークを始めませんか。 

毎日の歩いた距離をコースシート上のマスを色塗りして進むバーチャルウォー

クはやりがいがあります。 

今回の伊勢参りのコースシートは弥次さん、喜多さんの道中ばなし付きです。

ＦＷＡのＨＰ「ＹＲ・四季の道」の「バーチャルウォークコーナー」は各コー

スが紹介され、各コースシートが印刷できます。 

また「ひとり歩きコーナー」には地図付きの各コースがありますので選んで印

刷して利用ください。 

歩く際は密閉・密集・密接の密にならないよう、又それ以外の感染対策を怠ら

ないようにお願いします！ 

 

平野 寅次郎 拝 

    

 

 


